
L
、
.
「
木
芙
蓉
」
(
源
氏
小
銭
・
広
島
大
学
蔵
本
)
赤
本
文
に
つ
い
て
‥

-
　
定
家
仮
名
達
と
定
家
仮
託
と
の
か
か
わ
り
な
ど
　
-

竹

　

村

　

信

　

治

一
　
は
じ
め
に

「
木
芙
蓉
」
と
は
、
中
世
近
世
を
通
じ
最
も
流
布
し
た
源
氏
物
語
梗
概
書
と

し
て
知
ら
れ
る
「
源
氏
小
鏡
」
類
の
一
異
称
で
あ
る
。
源
氏
物
語
各
巻
0
巻
名

の
由
来
説
明
、
源
氏
物
語
全
体
の
筋
・
構
想
の
関
わ
り
あ
い
に
重
き
を
お
い
た

梗
概
叙
述
、
連
歌
付
合
の
詞
(
源
氏
寄
合
)
　
の
説
明
、
を
中
心
と
す
る
小
鏡
一

般
に
共
通
の
内
容
を
備
え
て
お
り
、
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
源
氏
物
語
原
典
か
ら

の
引
用
歌
の
異
文
・
歌
数
、
又
、
そ
の
本
文
・
政
文
等
に
よ
っ
て
、
古
本
系
の

小
銭
に
属
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
(
伊
井
春
樹
氏
「
源
氏
小
鏡
伝
本
考
-

古
本
系
か
ら
改
訂
本
系
へ
ー
」
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
4
2
年
9
月
)
。
さ
ら
に
、

古
本
系
小
鏡
は
歌
の
出
入
り
が
あ
る
も
の
の
一
一
〇
首
前
後
の
源
氏
物
語
原
典

か
ら
の
引
用
歌
を
収
め
て
い
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
が
、
「
木
芙
蓉
」
は
そ
の

す
べ
て
の
歌
を
収
載
し
て
お
り
、
又
、
古
本
系
の
他
本
に
見
ら
れ
な
い
若
紫
巻

「
い
は
け
な
き
」
歌
を
も
つ
と
こ
ろ
か
ら
、
源
氏
小
鏡
の
原
初
形
態
を
探
る
上

で
の
重
要
な
資
料
と
目
さ
れ
て
い
る
(
稲
賀
敬
二
先
生
F
源
氏
物
語
の
研
究
-

成
立
と
伝
流
1
」
昭
和
4
2
年
9
月
、
笠
間
書
院
刊
)
。
こ
の
「
木
芙
蓉
」
の
名

を
も
つ
伝
本
と
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
広
島
大
学
国
語
学
国
文
学
研
究
室

蔵
本
(
以
下
、
略
し
て
広
大
本
と
す
る
)
を
あ
わ
せ
数
本
(
内
閣
文
庫
蔵
・
国

会
図
書
館
蔵
・
徳
島
光
慶
図
書
飽
蔵
-
但
、
此
の
伝
本
は
戦
災
で
焼
失
し
た
か

と
思
わ
れ
る
と
の
こ
と
ー
)
が
知
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
本
稿
で
対
象
と
し
て
扱
う
広
大
本
「
木
芙
蓉
」
は
、
上
述
の
「
木
芙

蓉
」
の
位
置
付
け
に
注
目
し
て
、
平
安
文
学
資
料
稿
(
広
島
平
安
文
学
研
究
会

刊
)
第
二
期
別
巻
(
昭
和
五
六
年
刊
)
　
に
、
そ
の
全
文
の
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
書
誌
・
奥
書
・
名
称
・
本
文
等
に
つ
い
て
は
、
小
鏡
全
般
の
概
略
説
明

と
と
も
に
、
同
翻
刻
の
解
説
に
お
い
て
、
山
崎
桂
子
氏
と
協
力
し
て
略
述
し
て

お
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
広
大
本
「
木
芙
蓉
」
の
全
容
を
窺
う
こ
.
と
は
あ
る
程

度
可
能
と
思
う
が
、
た
だ
、
そ
の
本
文
、
所
収
引
用
歌
の
源
氏
物
語
本
文
と
の

比
較
等
に
わ
た
る
問
題
点
に
は
、
紙
数
の
都
合
も
あ
っ
て
、
残
し
た
も
の
が
い
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く
つ
か
あ
る
。
幸
い
こ
こ
に
発
表
の
場
が
与
え
ら
れ
た
の
で
、
以
下
に
記
し
て

先
の
解
説
の
補
足
説
明
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。
(
尚
、
広
大
本

「
木
芙
蓉
」
の
用
例
は
上
記
の
翻
刻
文
に
依
る
。
従
っ
て
、
「
所
在
(
貢
・
上

下
段
の
別
・
行
数
、
の
頓
に
記
す
)
」
は
同
書
に
お
け
る
所
在
箇
所
を
示
し
て

い
る
。
)

二
　
広
大
本
「
木
芙
蓉
」
の
本
文
川
-
ミ
セ
ケ
チ
箇
所
の
検
討
-

広
大
本
「
木
芙
蓉
」
　
(
写
本
。
二
冊
。
図
書
番
号
「
国
文
二
七
七
二
N
」
)

の
本
文
に
つ
い
て
、
内
閣
文
庫
本
(
写
本
。
二
冊
。
図
書
番
号
「
和
一
七
七
四

八
」
)
と
の
校
合
結
果
を
ふ
ま
え
、
そ
の
主
要
な
例
を
示
し
て
下
に
略
述
す
る
。

記
述
の
都
合
上
、
広
大
本
「
未
芙
蓉
」
本
文
の
、
川
ミ
セ
ケ
チ
箇
所
、
仙
傍
書

(
「
～
欺
」
)
箇
所
、
仙
本
文
補
入
箇
所
、
㈲
異
文
注
記
箇
所
、
的
上
記
以
外

の
内
閣
文
庫
本
と
の
本
文
校
異
、
の
順
に
扱
う
こ
と
と
す
る
。

広
大
本
本
文
の
ミ
セ
ケ
チ
は
「
ヒ
」
　
「
、
こ
の
二
種
の
符
号
で
示
さ
れ
る
。

そ
の
各
箇
所
に
つ
い
て
、
改
め
ら
れ
る
以
前
の
本
文
・
改
め
ら
れ
た
本
文
・
内

閣
本
庫
本
本
文
、
の
三
者
を
比
べ
合
わ
せ
る
と
、
細
改
め
ら
れ
る
以
前
に
内
閣

文
庫
本
本
文
と
一
致
し
な
か
っ
た
も
の
が
改
め
ら
れ
て
一
致
し
て
い
る
場
合
、

吻
改
め
ら
れ
る
以
前
に
内
閣
文
庫
本
文
と
一
致
し
て
い
た
も
の
が
改
め
ら
れ
て

後
一
致
し
な
く
な
っ
た
場
合
、
の
二
分
粗
が
可
能
で
あ
る
。
改
め
ら
れ
る
以
前

に
内
閣
文
庫
本
本
文
と
一
致
し
な
か
っ
た
も
の
が
改
め
ら
れ
た
後
も
一
致
し
な

い
例
は
見
あ
た
ら
住
い
?

価
の
場
合
の
例
と
し
て
は
、

(
広
大
本
)

(
訂
正
後
)

O
と
ん
そ
泣
る
1

0
い
ふ
る

な
ど
の
、
書
写
者
の
誤
読
、

っ
た
か
と
推
測
し
う
る
場
合

(
内
閣
本
)
　
　
　
(
所
在
)

先
そ
拉
る
1
　
　
(
一
七
上
1
6
)

い
ふ
事
　
　
　
　
(
四
四
上
9
)

或
い
は
誤
読
の
誘
因
が
親
本
の
字
体
の
乱
れ
に
あ

(
二
一
上
9
の
、
、
、
セ
ケ
チ
例
君
や
の
忍
(
1
患
)
」

は
、
内
閣
文
庫
本
で
、
「
刃
ご
の
上
に
「
恩
」
を
重
ね
書
き
「
ヲ
ン
」
と
傍
書

し
て
い
る
)
　
の
よ
う
な
例
や
、

○
と
よ
み
よ
み
た
h
ソ
し
　
　
　
　
　
　
と
よ
み
た
り
し
(
五
下
2
1
)

な
ど
の
、
書
写
上
の
単
純
な
、
、
、
ス
と
見
ら
れ
る
例
が
あ
る
。

他
の
場
合
の
諸
例
は
、
い
わ
ば
書
写
者
の
本
文
校
定
の
営
為
を
窺
わ
せ
る
も

の
だ
が
、
そ
れ
ら
の
ミ
セ
ケ
チ
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
た
箇
所
は
、
他
者
写
者
の

本
文
解
釈
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
㈲
本
文
表
記
に
関
わ
る
場
合
、
の
二

03

種
に
類
別
で
き
る
。

紬
の
例
は
、

○
か
く
て
い
た
る

〇
三
の
宮
と
射
申
て

○
ひ
と
へ
は
よ
り

0
山
ふ
か
み

○
告
て
こ
そ
し
れ

○
こ
お
ほ
ひ
き
み

占
は
へ
わ
け
こ
し
ノ
‥

ゐ
　
　
　
か
ノ
＼
て
い
た
る

三
の
宮
と
も
申
し
て

か
　
　
　
ひ
と
へ
は
よ
り

山
ふ
か
み

つ
け
　
　
告
て
こ
そ
し
れ

こ
お
ほ
ひ
き
み

′
よ
　
し
　
　
は
へ
わ
け
こ
し

(
四
上
2
0
)

(
三
九
上
1
4
)

(
四
二
下
2
0
)

(
四
三
上
6
)

(
四
五
上
7
)

(
四
五
下
1
1
)

(
四
八
上
1
6
)



で
あ
る
。
佃
の
例
は
、
′

○
宮
息
所
　
　
　
　
　
l
　
細
　
　
　
宮
息
所

○
案
察
大
納
言
　
　
　
　
　
按
　
　
　
案
察
大
納
言

を
の
ぞ
き
、
す
べ
て
仮
名
遣
い
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

(
　
六
上
1
5
)

(
四
〇
上
6
)

即
ち
、
(
以
下
、

「
内
閣
文
庫
本
・
広
大
本
の
表
記
1
、
・
、
セ
ケ
チ
訂
正
後
の
表
記
」
の
形
で
類
別

し
て
示
す
。
各
例
は
訂
正
後
の
形
で
挙
げ
る
。
又
、
訂
正
後
の
形
が
「
歴
史
的

仮
名
遣
い
」
と
相
違
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
傍
線
を
付
し
、
当
該
例
末
尾
に

「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
を
<
　
>
内
に
示
し
た
。
)

0
　
「
ひ
1
い
」

も
の
う
き
て
い
　
(
一
三
下
1
4
)

す
い
か
き
　
　
(
二
六
下
6
)

け
い
し
待
ら
ん
(
二
七
下
1
)

O

　

「

ゐ

1

い

」

…

…

…

・

=

…

…

…

…

…

…

　

ひ

ん

か

し

の

た

い

O

「

ゐ

1

ひ

」

・

…

=

=

‥

…

…

=

…

…

…

…

　

ゆ

ひ

つ

け

給

ふ

O

「

ひ

1

ゐ

」

…

…

…

…

…

…

…

…

…

…

よ

利

に

∧

ひ

>

O

「

へ

1

え

」

0

「

え

1

へ

」

た

え

〈

に

や
へ
む
く
ら

O

「

ゑ

1

へ

」

…

…

…

…

…

…

…

・

す

↓

奉

り

て

<

ゑ

>

O

「

を

1

お

」

…

…

‥

…

…

…

…

…

…

…

・

お

ひ

ゆ

く

末

を

O

「

お

1

を

」

…

…

…

…

…

…

…

・

到

た

や

か

に

<

お

>

O

「

ぢ

1

じ

」

…

・

…

…

…

…

…

…

・

し

い

引

∧

じ

ゅ

う

>

O
「
せ
う
1
し
う
」
…
　
こ
し
う
と
　
(
九
下
1
9
、
一
〇
下
目
、

O
「
L
や
う
1
せ
う
」
…
…
…
…
…
…
…
・
・
…
・
よ
う
せ
う

(
四
下
2
)

(
三
八
下
7
)

(
二
一
上
8
)

(
四
一
上
1
2
)

(
二
下
1
0
)

(
三
六
上
6
)

(
三
下
1
5
)

(
二
一
上
1
1
)

(
二
八
下
1
6
)

二
七
上
1
6
)

(
二
九
上
1
8
)

O

.

「

そ

う

1

さ

う

」

　

…

・

・

…

…

…

…

…

∵

・

・

一

固

さ

う

そ

く

.

(

〓

ハ

上

1

1

)

。
「
ほ
ふ
↓
ほ
う
」
・
‥
・
・
〕
1
:
㌻
…
㌻
ニ
く
ろ
は
う
　
六
二
八
下
曇

か
え
う
の
は
う
　
(
二
八
下
1
6
)

O
「
お
は
す
1
お
ふ
す
」
…
…
・
…
:
お
ふ
し
た
て
1
<
ほ
>
　
(
一
四
上
1
3
)

の
ご
と
く
で
あ
る
。
上
記
の
諸
例
は
、
こ
れ
を
仮
名
遣
い
の
史
的
変
遷
の
上
に

位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
暫
ら
ば
、
本
伝
本
の
書
写
時
期
の
推
定
に
あ
る
目

安
を
与
え
る
か
と
も
思
う
が
、
そ
れ
に
は
、
本
伝
本
で
ミ
セ
ケ
チ
に
よ
っ
て
.
改

め
ら
れ
た
仮
名
遣
い
が
そ
の
時
代
の
仮
名
遣
い
の
反
映
で
あ
る
と
見
て
よ
い
か

ど
う
か
の
検
討
等
を
必
要
と
し
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
「
木
芙
蓉
」
が
奥
書
の
記

載
か
ら
推
し
て
定
家
仮
託
の
書
か
と
さ
れ
て
い
る
点
(
平
安
文
学
資
料
稿
「
解

説
」
参
照
)
　
に
着
目
し
、
「
定
家
仮
名
遣
い
」
と
の
比
較
の
若
干
を
付
記
し
て

お
′
＼
に
と
ど
め
る
。

上
に
掲
げ
た
諸
例
の
う
ち
、
「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
と
相
違
す
る
五
例
に
つ

い
て
見
る
と
、
一
例
を
除
き
、
・
、
、
セ
ケ
チ
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
る
以
前
の
形
が

「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
に
一
致
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
、
、
、
セ

ケ
チ
に
よ
る
仮
名
遣
い
の
訂
正
は
、
「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
を
規
範
と
し
た
も

の
で
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

次
に
、
「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
と
相
違
す
る
五
例
の
う
ち
、
「
定
家
仮
名
遣

い
」
　
(
い
ま
、
行
阿
の
『
仮
名
文
字
遺
」
で
な
く
、
文
永
本
『
下
官
集
』
-

『
僻
案
」
-
に
示
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
い
う
。
即
ち
、
お
・
を
、
え
・
へ
・

ゑ
、
い
・
ひ
・
ゐ
、
の
三
項
八
字
の
仮
名
遣
い
を
問
題
と
す
る
)
と
の
比
較
の

上
で
検
討
の
対
象
と
な
る
「
よ
ゐ
」
　
「
す
へ
」
　
「
を
た
や
か
」
に
つ
い
て
見
る

13



と
、
「
よ
ゐ
」
　
(
宵
)
は
、
下
官
集
に
「
よ
鋤
の
ま
」
と
あ
っ
て
「
定
家
仮
名

遣
い
」
に
一
致
し
て
い
る
。
「
す
へ
」
　
(
据
)
は
、
下
官
集
に
例
を
見
な
い
が
、

土
左
日
記
の
定
家
自
筆
本
(
承
平
五
年
正
月
十
八
日
条
)
・
更
級
日
記
の
定
家

自
筆
本
(
日
本
古
典
文
学
大
系
本
戯
頁
3
行
・
同
誓
偲
9
・
率
㍑
∴
聖
?

5
1
0
m
∴
5
1
3
8
・
5
1
4
2
・
∽
2
の
全
九
例
)
を
は
じ
め
、
伊
勢
物
語
の
定
家
本
系

統
伝
本
(
天
福
本
式
田
本
、
五
・
九
・
七
八
段
。
但
し
建
仁
木
は
「
す
ゑ
」
)
・

拾
遺
和
歌
集
の
定
家
本
系
統
伝
本
(
聖
1
1
0
1
番
、
讐
1
1
0
1
詞
書
)
で
全
例
「
す

へ
」
の
表
記
が
と
ら
れ
て
い
る
。
「
お
」
と
「
を
」
　
は
各
語
の
ア
ク
セ
ン
ト

(
「
お
」
-
平
声
-
、
「
を
」
-
上
声
-
)
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
が
、
「
を

だ
や
か
」
　
(
穏
)
に
つ
い
て
は
、
今
確
定
で
き
る
資
料
を
持
た
な
い
の
で
お
く

(
尚
、
『
色
薬
字
類
抄
」
の
黒
川
本
に
は
「
穏
オ
タ
ヒ
カ
ニ
ナ
リ
」
」
中
6
9
オ

6
し
　
観
智
院
本
『
規
策
名
義
抄
L
に
は
「
穏
ヲ
(
平
声
)
　
タ
ヒ
カ
ナ
リ
」
-

法
下
2
2
-
と
あ
る
)
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
広
大
本
の
ミ
セ
ケ
チ
に
よ
る
仮
名

遣
い
の
訂
正
が
「
定
家
仮
名
遣
い
」
を
規
範
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。
更
に
、
こ
の
五
例
以
外
の
「
歴
史
的
仮
名
追
い
」
に
一
致
す
る
も
の

の
内
、
「
や
へ
む
く
ら
」
　
「
ひ
ん
か
し
の
た
い
」
　
「
お
ひ
ゆ
く
末
」
「
た
え
!
＼

に
」
は
下
官
集
に
語
例
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
上
の
推
察
の

補
助
資
料
と
な
る
よ
う
に
思
う
。

こ
こ
で
、
ミ
セ
ケ
チ
箇
所
以
外
の
「
木
芙
蓉
」
の
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
見
て

お
く
。
「
定
家
仮
名
遣
い
」
を
特
徴
づ
け
る
点
の
一
つ
は
下
宮
集
に
掲
げ
ら
れ

た
語
に
「
歴
史
的
仮
名
遣
い
」
と
相
違
す
る
も
の
が
十
五
例
あ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
の
十
五
例
の
内
、
十
一
例
(
「
お
き
の
枝
」
-
二
〇
頁
下
3
行
目
-
を

「
荻
」
と
見
れ
ば
十
二
例
。
但
、
こ
の
箇
所
は
音
註
以
来
問
題
の
残
る
所
で
あ

る
の
で
今
措
く
。
詳
細
は
伊
井
春
樹
氏
「
源
氏
小
銭
の
成
立
1
台
注
釈
書
と
の

関
連
な
ど
「
」
国
語
国
文
、
昭
和
4
1
年
1
2
月
、
参
照
)
は
「
木
芙
蓉
」
に
語
例

が
見
え
、
以
下
の
よ
う
な
比
較
結
果
を
得
る
。
(
「
木
芙
蓉
」
の
用
例
は
下
官

集
の
語
句
例
に
形
が
近
い
も
の
一
例
を
掲
げ
る
。
最
下
段
に
は
、
内
閣
文
庫
本

と
の
異
同
を
検
し
、

(
下
官
集
)

0を
′
＼
つ
ゆ

0お
し
む0

花
を
お
る

広
大
本
と
同
じ
で
あ
る
場
合
「
O
」
を
付
し
た
。
)

(
歴
史
的
仮
名
適
)

0

お
り
ふ
し

0
0

草
木
を
う
へ
を
く

○

こ
と
の
ゆ
へ

0

ゆ
く
ゑ

0

お
ひ
ぬ
れ
は

っ
か
に

0
よ
ゐ
の
ま

おをををゑ
・
お

ゑへ
ヽひひ

(
広
大
本
木
芙
蓉
)

0を
く
露
の

(
六
上
6
)
　
○

0

名
残
お
し
み
給

0

お
し
お
り
た
る

0お
り
ふ
し
の

0
0

う
へ
を
き
給
ひ
し
に

お
も

0

ひ
の
ゆ
へ

行
か0

お
ひ
ゆ
く
末

0
つ
ゐ
に

0

し
の
ふ
る
よ
ゐ
の

(
一
四
上
1
1
)
　
○

(
三
二
下
1
0
)
　
○

(
二
一
下
4
)
　
○

(
三
七
下
5
)
　
0

(
三
九
上
1
2
)
　
○

(
四
九
下
1
9
)
　
0

(
一
一
下
1
5
)
　
○

(
四
上
2
1
)
　
○

(
三
七
下
1
6
)
　
○

23

こ
の
比
較
結
果
に
よ
っ
て
、

「
木
芙
蓉
」
本
文
が
「
定
家
仮
名
遣
い
」
に
基

く
も
の
と
見
ら
れ
る
点
が
指
摘
で
き
よ
う
。
尚
、
こ
こ
で
は
「
定
家
仮
名
遣
い
」

を
下
官
集
の
語
例
を
中
心
に
し
て
扱
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
定
家
の
仮
名
追
い
と

行
阿
の
『
仮
名
文
字
遭
』
と
の
相
違
の
一
つ
で
あ
る
「
親
」
　
(
定
家
「
お
や
」
、

行
阿
「
を
や
」
)
　
が
「
木
芙
蓉
」
で
「
お
や
」
と
あ
る
点
や
、
行
阿
に
よ
る
増



補
語
例
の
内
「
ゆ
け
い
」
ノ
′
(
靭
負
)
が
一
「
木
芙
蓉
」
ふ
で
・
「
ゆ
け
ひ
」
と
あ
名
点

等
に
よ
る
判
断
妃
謹
く
も
の
で
あ
↓
た
。
1
・

さ
て
、
以
上
の
簡
略
な
検
討
に
よ
っ
て
も
、
・
「
木
芙
蓉
」
が
「
定
家
仮
名
遣

い
」
に
基
い
て
著
わ
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
の
こ
と
が
「
木
芙
蓉
」
を
定
家
仮
託
の
書
と
す
る
推
察
を
も
た
ら
し
た

奥
書
の
記
載
と
関
連
を
も
つ
も
の
か
否
か
、
に
わ
か
に
は
判
断
し
難
い
が
、

「
木
芙
蓉
」
が
源
氏
寄
合
を
収
載
し
て
い
る
点
、
連
歌
師
と
定
家
・
「
定
家
仮

名
遣
い
」
と
の
深
い
関
係
等
を
勘
案
す
る
饗
ら
ば
、
上
の
検
討
結
果
は
こ
の
梗

概
書
の
性
格
を
考
え
る
上
で
充
分
興
味
深
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
又
、
広
大
本

「
木
芙
蓉
」
の
ミ
セ
ケ
チ
箇
所
が
そ
の
親
本
に
も
あ
っ
た
と
目
さ
れ
る
「
定
家

仮
名
遣
い
」
と
の
相
違
箇
所
を
改
め
た
も
の
を
含
む
点
も
注
目
し
て
よ
い
。
そ

れ
は
、
単
に
本
「
木
芙
蓉
」
の
仮
名
遣
い
に
統
一
性
を
与
え
る
た
め
と
か
、
書

写
者
自
ら
の
仮
名
遣
い
の
規
範
に
即
し
た
た
め
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
や
は
り
、

奥
書
の
記
載
と
の
関
連
を
も
っ
た
仮
名
遣
い
統
一
の
姿
勢
を
窺
わ
せ
る
も
の
と

考
え
う
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

三
　
広
大
本
「
木
芙
蓉
」
の
本
文
仙
-
傍
書
(
「
～
欺
」
)
箇
所
-

「
木
芙
蓉
」
に
は
数
箇
所
に
傍
書
注
記
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
内
、
広
大
本
に

あ
っ
て
内
閣
文
庫
本
に
は
い
も
の
に
、
「
～
故
」
と
し
て
本
文
に
関
し
て
注
記

し
た
傍
書
が
い
く
つ
か
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
も
、
広
大
本
本
文
・
「
～
劇
」

と
し
て
記
さ
れ
る
文
字
・
内
閣
文
庫
本
本
文
の
三
者
を
比
べ
合
わ
せ
る
と
、
前

節
同
様
、
旭
広
大
本
本
文
・
内
閣
文
庫
本
本
文
問
で
一
致
し
な
か
っ
た
も
の
が

「
」
灘
」
セ
記
さ
れ
る
文
字
に
よ
っ
て
両
者
一
致
す
る
場
合
、
∴
咄
広
大
本
本
文

・
内
閣
文
庫
本
本
文
問
で
一
、
致
し
て
い
た
も
の
が
「
～
敦
」
で
記
さ
れ
る
文
字

に
よ
っ
て
両
者
一
致
し
な
く
な
る
場
合
、

細
の
例
と
し
て
は
、

(
広
大
本
)
　
　
　
　
　
(
～
欺
)

○
萩
の
は
過
る
　
　
　
　
荻

の
二
分
類
が
可
能
で
あ
る
。

○
参
り
た
り
し
　
　
　
　
ふ

な
ど
が
あ
り
、
書
写
上
の
誤
少
、

(
内
閣
文
庫
本
)

荻
の
は
過
る

ふ
h
ソ
た
り
し

(
二
七
上
1
)

(
四
六
下
1
4
)

或
い
は
誤
写
の
誘
因
と
し
て
推
測
さ
れ
る
親

本
の
文
字
の
乱
れ
等
を
介
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

亀
の
例
に
は
、

○
天
下
一
の
人
　
　
　
　
殿
　
　
　
　
　
天
下
一
の
人

○
き
よ
う
な
る
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
き
よ
う
な
る

○
す
ら
事
に
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
す
ら
事

の
、
親
木
の
誤
写
事
情
を
推
し
て
疑
問
を
提
出
し
た
も
の
、

○
入
道
の
女
の
　
　
　
　
を
　
　
　
・
入
道
の
女
の

○
御
の
り
の
　
　
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
御
の
り
の

の
、
格
助
詞
の
使
用
に
存
疑
を
示
し
た
も
の
、

○
此
巻
故
　
　
　
　
　
　
等
　
　
　
　
　
此
巻
故

の
、
説
明
内
客
に
か
か
わ
る
も
の
、

○
見
た
ひ
こ
と
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
見
た
ひ
こ
と

(
二
一
下
1
4
)

(
二
二
下
1
9
)

(
四
三
上
5
)

(
一
六
下
1
1
)

(
三
七
上
7
)

(
三
五
上
7
)

(
四
八
下
8
)

お

の
読
み
方
を
指
定
し
た
も
の
(
広
大
本
は
内
閣
文
庫
本
が
漢
字
表
記
を
と
る

所
を
仮
名
表
記
に
す
る
場
合
が
多
く
、
こ
こ
は
こ
の
傾
向
に
通
ず
る
と
見
ら
れ



る
)
が
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
広
大
本
書
写
者
の
本
文
校
訂
の
営
為
を
窺
わ
せ
る
。

四
　
広
大
本
「
木
芙
蓉
」
の
本
文
㈲
-
本
文
補
入
箇
所
の
検
討
-

広
大
本
「
木
芙
蓉
」
に
お
い
て
「
。
」
符
号
に
よ
っ
て
本
文
を
補
入
し
て
い

る
箇
所
を
見
て
お
く
。
広
大
本
本
文
・
補
入
語
句
・
内
閣
文
庫
本
本
文
の
三
者

を
比
べ
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
場
合
も
、
廟
広
大
本
・
内
閣
文
直
本
間
で
相
違
し

て
い
た
箇
所
が
本
文
補
人
後
一
致
す
る
場
合
、
働
広
大
本
・
内
園
文
庫
本
問
で

一
致
し
て
い
た
箇
所
が
本
文
補
人
後
一
致
し
な
く
な
る
場
合
、
の
二
分
類
が
可

(
六
節
、
仙
・
拘
、
参
照
)
。

個
の
例
に
は
、

0
は
0
か
せ
　
　
　
　
　
　
つ

○
な
と
0
ま
に
　
　
　
　
の

は
か
せ
　
　
　
　
(
二
六
下
7
)

な
と
ま
に
　
　
　
(
四
五
上
1
6
)

能
で
あ
る
。

旭
の
例
と
し
て
は
、

(
広
大
本
)

(
楠
人
語
)
　
　
　
(
内
閣
文
庫
本
)

○
御
。
L
h
ソ
の
　
　
　
　
心
　
　
　
　
　
　
御
心
し
り
の
　
　
(
一
七
下
1
3
)

0
む
。
か
し
き
　
　
　
　
つ
欺
　
　
　
　
む
つ
か
し
き
　
　
(
五
〇
上
1
8
)

と
い
っ
た
二
、
二
字
の
場
合
が
多
い
が
、
次
の
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
る
。

0
あ
る
か
ひ
あ
り
。
(
補
入
一
-
「
し
御
さ
ま
や
と
源
氏
は
め
給
ひ
し
な
り
若
菜

に
見
る
か
ひ
あ
り
」
)
な
と
1
い
ふ
事
…
…
…
…
…
…
=
=
(
三
〇
上
1
5
)

こ
れ
は
波
線
部
分
の
目
移
り
に
よ
る
脱
文
を
補
大
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
内

閣
文
庫
本
で
は
こ
の
箇
所
を
本
文
化
し
て
い
る
が
、
広
大
本
の
補
入
部
分
が
行

頭
か
ら
書
か
れ
「
見
る
か
ひ
」
ま
で
一
行
、
「
あ
り
」
以
下
を
次
行
に
記
し
て

い
る
。
二
十
四
字
の
こ
の
脱
文
は
一
行
平
均
十
七
、
八
字
の
広
大
本
よ
り
二
十

四
、
五
字
の
内
閣
文
庫
本
の
ご
と
き
体
鼓
の
伝
本
を
書
写
し
た
際
の
目
移
り
と

見
、
-.
b
れ
、
1
広
大
本
.
の
親
木
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
・
材
料
を
提
供
し
.
ヱ
い
る

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
広
大
本
書
写
者
の
本
文
校
訂
の
営
為
と
関
連
す
る
も
の
と

見
ら
れ
る
。
こ
の
外
、
助
の
例
と
し
て
は
、

○
い
は
も
る
し
水
。
　
の
　
　
　
　
　
　
岩
も
る
清
水
　
　
(
二
八
上
1
8
)

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
異
文
校
合
の
結
果
と
も
考
え
ら
れ
、
次
節
で
扱
う
こ
と
と

す
る
。と

こ
ろ
で
、
胞
に
属
す
る
本
文
補
入
例
に
は
右
の
三
例
と
は
別
に
次
の
一
例

が
見
出
さ
れ
る
。

○
秋
ふ
か
き
比
な
れ
は
も
み
ち
御
ら
ん
せ
ん
と
沌
出
た
ち
た
ま
ふ
も
う
ち
へ
お

は
し
ま
さ
ん
と
初
心
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
四
三
上
1
3
)

内
閣
文
庫
本
に
は
「
の
」
は
な
い
。
広
大
本
は
、
「
御
ら
ん
せ
ん
と
」
と
「
お

は
し
ま
さ
ん
と
」
と
が
共
に
行
末
に
位
置
し
て
お
り
、
こ
れ
は
、
本
文
校
訂
の

営
為
に
及
ぼ
う
と
し
た
書
写
者
が
補
入
箇
所
を
「
と
」
の
目
移
り
で
誤
っ
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
本
文
校
訂
の
営
為
の
問
に
生
じ
た
書
写
者
の
注

記
位
置
の
誤
h
ソ
と
見
倣
し
う
る
例
は
、
他
の
場
合
に
も
指
摘
で
き
る
。
ミ
セ
ケ

チ
に
よ
る
訂
正
で
は
、

(
広
大
本
)
　
　
　
　
　
(
訂
正
後
)
　
　
　
(
内
閣
文
庫
本
)

○
お
も
る
h
ソ
に
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
お
も
る
か
に
　
　
(
二
七
下
2
0
)

が
こ
.
の
例
で
あ
ろ
う
。
.
又
∵
本
文
傍
書
▼
C
「
て
鎮
」
し
た
よ
.
る
、
1
訂
正
雫
侭
で
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b
入
道
の
女
の
予
.
・
十
着
了
∵
二
十
∵
∵
大
嶺
石
漆
の
‥
∴
(
〓
ハ
下
1
1
}

聖
」
の
場
合
せ
裾
ろ
う
。
上
れ
掲
∵
薗
氏
物
語
明
石
拳
の
明
石
入
道
初
任
宅
に

つ
′
い
て
の
叙
述
に
見
え
る
「
高
潮
に
催
ぢ
て
、
こ
の
頃
、
女
な
ど
は
岡
辺
の
宿

に
移
し
て
住
ま
せ
れ
ば
」
　
(
日
本
古
典
全
書
『
源
氏
物
語
二
』
に
よ
る
)
を
承

け
た
「
此
を
か
へ
の
や
と
は
入
道
の
女
の
す
ま
せ
し
所
也
」
に
見
ら
れ
る
注
記

で
あ
る
が
、
如
上
の
本
文
校
訂
で
は
源
氏
物
語
の
叙
述
に
応
じ
な
い
。
「
入
道

の
女
の
」
の
拉
置
に
傍
書
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
本
文
校

訂
の
間
に
生
じ
た
書
写
者
の
注
記
位
置
の
誤
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
、
象
　
こ
れ

ら
の
注
記
上
の
ミ
ス
と
見
ら
れ
.
る
三
例
は
、
一
方
で
、
本
広
大
本
書
写
者
の

「
木
芙
蓉
」
本
文
の
校
訂
へ
の
積
極
的
な
姿
勢
を
教
え
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
る
。
そ
れ
は
、
二
節
で
扱
っ
た
、
、
、
セ
ケ
チ
に
よ
る
仮
名
遣
い
の
訂
正
統
一
の

姿
勢
に
も
通
じ
て
い
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。

五
　
広
大
本
「
木
芙
蓉
」
の
本
文
㈲
-
異
文
注
記
箇
所
の
検
討
-

広
大
本
「
木
芙
蓉
」
の
傍
書
注
記
の
内
、
異
文
注
記
と
見
ら
れ
る
も
の
を
扱

う
。
広
大
本
に
お
い
て
も
異
文
注
記
は
「
○
○
イ
」
と
し
て
示
さ
れ
る
が
、
内

閣
文
庫
本
と
同
一
箇
所
に
注
記
を
記
し
た
例
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

(
広
大
本
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
内
閣
文
庫
本
)

○
さ
う
の
こ
と
く
(
い
イ
)
　
　
　
い
の
こ
と
く
(
さ
う
イ
)
　
　
(
九
上
1
5
)

は
同
一
箇
所
に
見
え
る
例
で
あ
る
が
、
本
文
と
異
文
注
記
が
広
大
本
・
内
閣
文

庫
本
問
で
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
源
氏
物
語
末
摘
花
巻
に
あ
る
末
摘
花

の
描
写
「
う
ち
つ
ぎ
て
、
あ
な
か
た
は
、
と
見
ゆ
る
も
の
は
、
御
鼻
な
り
け
り
。

ふ
と
目
ぞ
と
ま
る
。
普
賢
菩
薩
の
乗
物
と
覚
ゆ
。
」
を
承
け
た
一
「
木
芙
蓉
」
の

叙
述
に
付
さ
れ
た
注
記
で
あ
る
が
、
広
大
本
が
源
氏
物
語
の
叙
述
に
即
し
た

「
さ
う
」
を
本
文
と
L
J
源
氏
物
語
に
な
い
「
い
」
　
(
猪
)
　
(
或
い
は
「
さ
い
」

-
犀
-
か
)
を
異
文
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
又
、

。
悪
制
た
へ
に
(
イ
二
三
字
在
)
　
た
へ
に
(
あ
は
れ
)
　
　
(
九
上
1
7
)

も
、
同
一
箇
所
の
異
文
注
記
で
あ
る
。
し
か
し
、
注
記
内
客
は
相
達
し
て
お
り
、

内
閣
文
庫
本
に
は
「
イ
」
の
記
号
も
な
い
。
広
大
本
は
内
閣
文
庫
本
の
如
き
注

記
形
態
の
校
合
本
を
見
、
「
あ
は
れ
」
の
読
み
取
り
難
い
旨
を
「
イ
二
三
字
在
」

と
し
て
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
尚
、
異
文
注
記
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
、
何

の
略
符
号
も
付
さ
ず
広
大
本
・
内
閣
文
庫
本
で
同
一
箇
所
に
同
一
注
記
を
傍
害
し

て
い
る
の
は
、
次
の
二
例
で
あ
る
。

○
あ
到
り
(
た
)

○
宮
こ
へ
か
へ
き
(
に
・
る
)

あ
ま
り
(
た
)
　
　
　
　
(
一
九
上
1
0
)

宮
こ
へ
か
へ
き
(
に
・
る
)
(
二
〇
上
1
3
)

5

3

さ
て
、
次
に
、
内
閣
文
庫
本
に
な
く
広
大
本
に
だ
け
見
え
る
異
文
注
記
を

と
り
あ
げ
る
。

○
ゆ
ふ
つ
く
ひ
(
よ
イ
)
　
　
　
　
ゆ
ふ
つ
く
ひ
　
　
　
　
　
(
四
八
下
3
)

は
そ
の
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
源
氏
物
語
の
浮
舟
巻
で
匂
宮
が
浮
舟
に
接
近

し
た
後
薫
が
訪
ね
て
い
っ
た
場
面
だ
が
、
源
氏
物
語
本
文
に
は
「
朔
日
ご
ろ
の

夕
月
夜
に
、
す
こ
し
瑞
近
く
臥
し
て
、
眺
め
出
だ
し
給
へ
り
」
と
あ
る
。
広
大

本
の
異
文
注
記
は
源
氏
物
語
本
文
に
応
じ
て
い
る
。

○
よ
る
へ
の
波
に
　
(
水
イ
)
　
　
　
よ
る
へ
の
波
に
　
　
　
　
(
三
八
上
4
)

こ
れ
も
広
大
本
に
だ
け
見
ら
れ
る
異
文
注
記
で
あ
る
が
、
源
氏
物
語
か
ら
の
引



用
歌
に
見
出
さ
れ
る
例
で
あ
る
。
『
源
氏
物
語
大
成
」
に
よ
っ
て
源
氏
物
語
諸

本
と
比
較
す
る
と
、
諸
本
は
す
べ
て
「
水
」
と
あ
る
。
小
鏡
の
類
で
は
、
古
本

系
(
こ
こ
で
は
諒
井
家
本
を
用
い
た
。
)
で
「
な
み
」
と
あ
り
、
青
表
紙
本
系

本
文
に
よ
る
改
訂
を
経
た
と
さ
れ
る
改
訂
本
系
(
こ
こ
で
は
広
大
本
無
刊
記
坂

本
を
用
い
た
。
後
述
)
で
「
水
」
と
な
っ
て
い
る
。
広
大
本
「
木
芙
蓉
」
の
異

文
注
記
は
、
小
鏡
成
立
時
に
小
銭
が
依
拠
し
た
源
氏
物
語
本
文
と
は
別
の
源
氏

物
語
本
文
と
応
じ
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
よ
る
へ
の
波
に
　
(
水
イ
)
」
の
場
合
に
類
似
す
る
と
考

え
ら
れ
る
の
が
、
前
節
で
ふ
れ
た
「
い
は
も
る
し
水
ご
で
あ
る
。
『
源
氏
物

語
大
成
」
に
よ
れ
ば
、
広
大
本
「
の
」
補
人
前
や
内
閣
文
庫
本
に
見
る
よ
う
な

「
い
は
も
る
し
水
」
の
本
文
は
源
氏
物
語
諸
本
に
見
出
さ
れ
な
い
。
「
い
は
も

る
水
の
」
は
河
内
本
系
統
・
別
本
系
統
の
そ
れ
ぞ
れ
l
本
に
見
ら
れ
、
小
鏡
の

類
で
も
古
本
系
・
改
訂
本
系
と
も
に
「
の
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
推
し
て
、

広
大
本
「
木
芙
蓉
」
に
お
け
る
「
の
」
補
人
は
、
「
木
芙
蓉
」
の
広
大
本
・
内

閣
文
庫
本
の
共
通
祖
本
が
伝
え
て
い
た
小
鏡
依
拠
源
氏
物
語
本
文
と
は
別
の
、

先
の
河
内
本
統
・
別
本
系
統
の
源
氏
物
語
太
文
、
或
い
は
「
木
芙
蓉
」
と
は
別

系
の
源
氏
小
鏡
伝
本
に
所
引
の
本
文
に
、
関
連
を
も
つ
も
の
と
い
う
こ
と
も
で

き
よ
う
。

広
大
本
「
木
芙
蓉
」
の
異
文
注
記
に
つ
い
て
上
に
見
て
き
た
が
、
そ
の
多
く

は
内
閣
文
庫
本
に
見
あ
た
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
同
一
箇
所
に
注
記
の
あ
る
も

の
も
そ
の
内
容
を
異
に
し
て
い
る
。
更
に
、
一
崔
記
内
容
は
源
氏
物
語
の
本
文
叙

述
l
と
閑
適
が
雇
え
る
場
合
鳥
少
な
く
な
い
。
こ
れ
声
の
涙
文
注
記
が
す
ノ
ペ
拝
広

大
本
書
写
者
の
手
に
な
る
も
の
か
ど
う
か
は
判
別
し
難
い
が
、
此
の
如
き
注
記

内
容
の
あ
り
様
は
、
上
述
の
二
二
二
・
四
節
で
見
ら
れ
た
広
大
本
省
写
者
の
勢

勢
に
通
う
点
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
(
未
完
)

(
な
お
、
本
稿
は
、
更
に
以
上
扱
っ
た
以
外
の
広
大
本
と
内
閣
文
庫
本
と

の
本
文
校
異
、
源
氏
原
典
と
の
関
係
等
に
わ
た
っ
て
も
扱
っ
た
が
、
枚

数
の
関
係
で
こ
れ
ら
は
他
日
に
ゆ
ず
る
。
)

-
金
沢
美
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大
学
-




